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浦添市立仲西中学校教諭 松 岡 幸 子 

学校における 授業実践は、 学校の教育目標の 実現をめぎして 計画的・継続的に 展開することが 大 

切 であ る。 研究課題を明確にして 実践研究を意図的に 行い、 全体的・構造的にとらえ 具体的に整理 

することが重要であ ると考える。 

本校の教育目標と 重点、 目標について 記述するとともに 研究仮説を立てて 授業実践をしてみたいと 

思、 う 。 

  本校の教育目標と 授業の実状について 

]  本校の教育目標と 国語科の目標 

Ⅲ 心身ともに健康で 心豊かな生徒を 育てる 

(2) 正しいことは 勇気を持って 実行できる生徒を 育てる 

(3) 困難なことにあ っても根気づよくやりぬく 生徒を育てる 

それを達成するために、 今年の重点目標の 4 項目が決められている。 その中の「 2  生徒の基 

木杓生活習慣の 確立に努め学習効果の 高揚をめぎ す 」は、 教科指導のねらいの 一つとして位置づ 

けられ、 国語科は主として 教育目標Ⅲと 関連をもって 指導するようにしている。 

国語科の目標は「国語を 正確に理解し 表現する能力を 高めるとともに、 国語に対する 認識を深 

め、 言語感覚を豊かにし、 国語を尊重する 態度を育てる」と 示されている " 三年の重点となる 目 

漂 は「ものの 見 万や考え方を 深め、 目的や場に応じて 適切に表現する 能力を身につけさせるとと 

もに、 表現力を生活 fc 役立てる態度を 育てる」となっている。 

「国語を正確に 理解し表現する 能力」と「 力 文章を読んで 人間、 社会、 自然などについて 考 

えまとまった 感想をもつこと」ができることの 中心は、 表現に即して 表現してあ ることを読み 取 

る 力であ ると考える。 それで小説を 媒材として読みの 力 をつけるにはど う したらよいかを 指導の 

根底としながら 本校の目標「心豊かな 生徒」「自主学習に 努める学習効果の 高揚をめざす」こと 

を考慮して実践した。 

2  学習指導の状況 

文学教材「車掌の 本分」と「故郷」の 授業をまとめると、 その大要は 、 次のようになる。 

一
車
掌
の
本
分
 

状 指 導 況 

① 初めに授業のスタイル ( 進め 万 、 挙手 

の仕方、 ノートの使い 方 ) と読みの技能 

的なことを提示した。 

② 主題に迫らせる 手順として、 語 舞文二 

学習の状況 と 問題点 

0  最初の読みの 段階から個人差があ る。 字面 

は読めるが粗筋の 読み取りが弱い。 

0  主題把握ができ、 自分の考えを 含めてまと 

めることができるのが 10 名 程 いろ。 
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指 導 状 況   
  

文章の中での 重要語句のとらえ 方、 関連 

づけを重点的に 指導した。 

③ 授業の形態として 一斉学習 ( 発問をも 

と @r して関連づけと 主題把握まで ) と個 

入学習 ( 内容と表現に 対する感想、 意見・ 

考え方等を書く ) を組み合わせてやった。 

の 文章への線引き、 書き込み、 書き抜き 

一口感想の指導した。 

① 読みの指導を 重点にして、 読む作業か 

らいつでも " なぜ、 どうして " を念頭に 

おいて読ませ、 教科書への書き 込みをさ 

せて内容の理解をはかった」 

② 主題把握については、 文章表現から 系 

統 的、 総合的に関連づけができるよ う に 

考えさせた。 

③ 授業の進め方として、 生徒から疑問、 

質問として出きれたことや、 教師の発問 

に 答えるという 形で進めた。 

① 教師指導型をできるだけ 避け、 生徒に 

楽しく生き生きと 活動させる一万法とし 

てグループ学習を 場面を限定して 取り入 

れた。 

  

グループに頼り 過ぎないように 

一人で読み浸る 場 面を設定するため   

⑤ 授業の構成は 次の順序でやってみた。 

0  グループ学習 ( 読み、 粗筋のまとめ 

表現技巧など 作品全般にわたって 理解 

したことの話合いや、 発表の内容につ 

いて ) 

0  一斉学習 ( 発問や疑問、 質問をもと 

にしての発表や 話合い ) 

0  個人学習 ( 話し合ったことに 関して 

の個人の考えや 感想、 意見、 予想など 

をまとめてノートに 書く ) 

学習の状況 と 問題点   

0  授業が終始一貫して 教師指導型になり、 生 

徒は受動的で 間 く 側になった。 

0  指導者であ る私が生徒の 実態を正確につか 

めず、 指導事項を具体化できなかった " 

0  この教材は比 楡的 、 象徴的表現が 多く難解 

なので、 グループ活動を 取り入れたのはよか 

った。 

( 私に質問する 前に自分たちで 考えるよ う に 

なり、 挙子して発表する 回数が増えてきた ) 

0  粗筋を理解しまとめることができるのが 半 

数ほどで・残りはバループに 助けられながら 

やった。 

0  一斉学習に時間がかかりすぎる。 

( 生徒の発表する 内容が多岐にわたり 教師の 

ねら い とする答えるひきだすために、 疑問点 

は、 どうして、 その理由は 、 別の言葉で言 い 

変えて、 関連 ぁ 8 場面は 、 付け加えて、 まと 

めて、 あ なたの考 えは を発するので 時間が 

かかる。 ) 

0  個人学習が宿題になることが 多い。 

( グループの話合いや 一斉学習の結果を 含め 

て感想、 意見、 考えの変容、 読み取りの訂正 

などを文章にしてノートに 書くので、 生徒一 

人 ひとりの語彙 力 、 文章 力 が要求されるが、 

落ち着いて考える 時間と場を授業で 設定でき 

なかった。 

0  私の教材研究不足のため 適切な発問、 効果 

的な授業が構成できなかった。 

  

づ 
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二つの教材の 指導を通してはっきりわかることは、 生徒の読みの 力があ まりついてなく、 読み 

取る力に個人差が 大きいと言うことであ る。 つまり、 一回読んで主題をとらえることができる、 

行間の読みまでおさえることができる、 粗筋をおきえるのに 精いっぱいであ る、 部分的な内容だ 

けをとらえる、 字 づらだけを読む、 語句の読みでつまづくなどきまざまであ る。 

この ょう な個人差の大きい 4C@ 人 余の生徒に、 それぞれどのように 指導することによって 読みの 

力 をつけていけるか。 それには主体的に 読むことができるような 授業を展開することが 必要であ 

る とを痛切に感じるのであ る。 

国語科の読みの 学習は読 ひ ことから出発し 読みで終わることが 大切であ るといわれている。 

生徒の読みの 力を伸ばし生き 生きとした授業を 構成していくための 一万法として、 意図的に課題 

を発見する手だて、 発見した課題を 追究する力をつけることの 重要性から、 この研究テーマを 設 

定 した。 

以上のことを 基にして次の 研究仮説を立てたのであ る   

Ⅱ 研究仮設 

小説の読みの 指導において、 生徒自ら課題を 発見し、 主体的に課題に 取り組むような 手だてを工 

夫した授業を 構成することによって、 学習課題発見の 技能を身につけ、 読むことへの 興味・関心を 

高め、 自主的に学習する 能フ J が育っであ ろ       

Ⅱ 自ら課題を発見し、 課題を追究する 力をつけるための 要素と手だて 

  なせ 学習課題をつくるか 

自ら課題を発見する 力、 追究し解決して い く力の基本となるのは 表現に即した 読み取りができ 

ることであ る " 読み取りの深浅の 差はあ るとしても、 あ る程度粗筋をとらえ、 それを基盤の 一つ 

にしながら読みを 深めることが 大切であ ると思 う 。 その一万法として 学習課題をつくるのであ る   

学習課題をつくること fc よって、 生徒たちの授業に 向かう姿勢も 違ってくると   思う " 

例えば下記の 図 1 から図 3 fC 変わるよ う に。 

図 2     
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2  適切な学習課題となるもの 

学習課題となるものは、 生徒の心情・ 思考を深め、 豊かにするものでなければならない。 読み 

取ったことについて 思い思いの読みをしていた 生徒 ( 図 1) を 、 学ぶ意識を持った 前向きの生徒 

( 図 3) に変革したとき 授業は生きている。 そのために学習課題をつくる。 

学習課題とは 教材の持つ優れた 内容と生徒たちのものの 考え方、 見方、 感じ方をしっかりと 結 

びつける働きをするものであ る。 つまり、 図 3 のような姿勢を 持続させるためにアプローチでき 

る 働きをするものであ る。 

3  価値あ る学習課題を 構成するための 条件 

① 指導目標の吟味を 経ていること。 

② 生徒たちの考えを 予想してつくること   

③ 学習課題を構造化すること " 

の 生徒たちの疑問との 関わりで学習課題を 構成すること   

⑤ 解決の万法を 明確に持つこと。 もし持てないときは 学習課題そのものを 改めること     

⑥ 綿密で細かいところまで 教材を研究すること。 ( 教材研究の重視 ) 

4  学習課題構成の 類型としてどんなものが 考えられるか 

Ⅲ A 型   学習内容に即し、 学習目標 fc 到達する よう lc 「問題、 例文」を工夫しそれを 与 え 
て 生徒たちの考え 万をきりくずしたり、 混乱きせる。 そ う することによって 解決の万法や 見通 

しを立てきせ「中心課題」を 設定していく 万法。 

ボイ ント     授業者から切り 込んで、 その中から取り 細むべき学習課題を 生み出せる「 

(2)  B  型   文章をいくつかの 場 向 に分け、 それぞれに学習課題を 設定し取り組ませることに 
より生徒たちの 考え万を対立させたり、 矛 盾に追い込んで 次第に中心課題に 迫っていく万法。 

ポイント : 課題を構造化する。 

①は②の前提課題で②が 中心課題 

姪抄 " 。 ①と②が③の 前提課題で③が 中心課題 

①②③が④の 前提課題でのが 中心課題 

㈹ C 型   中心課題に迫るための 前提課題を中心課題からあ みだし、 前提課題に取り 組ませ 
ることによって 中心課題の本質的な 意味を読み取らせる 万法 " 

(4) D 型Ⅰ 同 気な い 授業の中に中心課題に い たる タネ をまき ( 潜在的前提課題と 呼ぶ )    作 
業の終了の あ たりには中心課題が 色濃く現れる 2 3 にする万法。 

例 : 古文に読み慣れる 作業 ( かなづかい、 主語、 助詞の省略など ) を進めながら 説明したり   

質問をする。 それをはっきりさせて 中心課題に迫る 

(5) E 型一一一作者自身の 課題とその結論を 明らかにすることを 前提課題とし、 そして、 その結 

論がどのようにして 導かれたかを 中心課題とする 万法 ( 論説文、 説明文に適している ) 

一 54 一 



5
 学習課題構成の 手順と方法 

（ 

Ⅲ 目標を確認する 一一指導の展開の 方向性と指導事項の 重要性を見定める                                     条件 1 

(2) 通読するⅩ①あ らましをとらえ、 場面の っ ながりをとらえるために                                     条件 2 ② 情景の移り変わりや 心 ，盾の変化をとらえるために 

③ 以上の読みをもとに 主題をとらえるために 

(3) 文章を分析する 一一感性的な 通読を理性的な 読みにし立てて ぃ { 条件 3 

( 一話 一 語の重みを測るようなていねいで 丹 ， 急 な読み方 ) 

観 点、 

① 主述 関係 a  語句のひ ひ きあ い ァ 情景の移り変わり 

⑧ 修飾関係 

  

こ そ に描かれている 情 
③ 文末関係 ワード，が他の 所では 景 のもつ意味や 心情と 

の 又 と文との連接 どのように使われてい の 関わりをとらえる 

⑤ 指示語 るか、 その関連・対応 

⑥ 接続語   ィ 心，盾の変化 

  

⑦ 語 句 ( 特に副詞と助詞 )  b  場面の移り変わりや 心， ぼの変化がけつから 

③ 地 楡   どこから、 どの方向へ 

⑨ 省略 誇張 倒置 反復 関連 といったかをとらえる j 
    

丁 @ 

主 題 

  

 
 

考
 6
 い
 2
 と
 

3
 課
 
っ
決
課
 
5
 宿
 

を
件
浅
件
 
こ
件
 

 
 

 
 

 
 

5
 
 
 

た
ら
 

浅
む
 。
直
子
 

み
り
 い
と
㈹
 

し
と
 

 
 

 
 

て
ト
 

析
に
 

」
る
の
な
と
 
し
プ
 

Ⅰ
）
 

 
 

道
 生
か
も
 

 
 

 
 

 
 

を
 こ

え
 

と
 

抽
伽
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

（
 

  



動の多様化」を 考えてみる」いくつか 考えることができたらその「学習課題」はきっと「 教 

材 と生徒をしっかりと 結びつける働き」をするだろう ，                                                                               条件 4 

(11)  「学習のまとめ」のプランを 書く   「学習課題」を 取り入れた授業が 生徒にど う 働いた 
かを学習の終わりにとらえる。 これは単なる 評価 ( 到達度的な ) としないでより 総合的な評 

価 とする。                                                                                                                                                                                                       条件 5 

6  学習課題を中心とした 授業の構想 

""' 一一一 "" "" "" 一 一課題の意識化 ( ひとり学習 A . 自力で対処する ) 一一一一一一一一一一一づ 

学習課題をとらえる 学習課題解決の 見通しをもつ 学習課題の解決に 努力する 

  

ノ 

。 矛盾があ らわになる 

自分なりの答え 皆で確かめる 。 対立した考えがでる 中心課題が見えてくる 

課題の共有化 ト ( ひ ・ A 、 自 ・ 対 ) づ 。 考え万が対立する 全体学習   

[  学習課題解決の 見通しをもつ ，中心課題を 追究する 中心課題を練り 上げる 

  ( ひとり学習 B 、 自力推進 )   

l 中心課題目 戻すすト目練習、 憶 補充、                                   練習、 補充、 発展・応用の 活動 l 
① ひとり学習 A : 自分なり @c 自分の力で「学習課題」に 対処する。 

② ひとり学習 B : 今までに学習したことを 手がかりに練習、 補充すること、 学習したことがら、 

新しく ぅ まれた疑問、 応用的・発展的に 学習したいこと ( 自力推進 ) 。 

7  学習課題を中心とした 授業の留意点、 

(1) 前述の「 3 ] であ げた 観占 ①～⑥をふまえて 価値あ る学習課題を 構成すること。 

に ) 生徒ひとり一人が 自分なりに自分の 力で学習を進めていくような 工夫と学習内容や 目標に結 

ぴつ いた学習活動の 多様化を考えること   

8  自ら発見した 課題を追究する 授業の工夫 

設定した学習課題を 解決していく 授業に終始すると、 生徒の中には 学習への意欲がし ほ んでし 

まうものもでてきて、 学習意欲を持続させることがむずかしくなる。 そこで「学習課題を 追究 き 

せ 、 解決する段階」で 学習活動を多様に 組み合わせることが 大切であ る。 つまり、 教材，教具の 

工夫、 学習形態・学習万法や 学習ノートの 工夫をすることであ る。 同じねらいでも 学級 fc 応じた 

変化のあ る学習活動をさせることであ る。 そ う すること @c よって生徒ひとり 一人に追究する 意欲 

や力 を高めていけると 考える。 例えば検証授業の 教材「最後の 一句」で問題占や 疑問から課題に 

高めていく方法や 全体学習、 グループ学習をど う 組み合わせるかというようなことであ る。 

以上Ⅰ 項 1 ～ 8 までについては「中学校国語科学習課題の 構成法」 ( 安藤修平著 明治図書 ) 

の P 14 ベージから P 87 ベージまでをもとにしてまとめたものであ る。 
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Ⅳ 年間指導計画に 新たに設けた 単元「状況の 中で②」と教材「最後の 一句」 

研修を進めていく 中で最初にぶつかった 問題が検証授業のための 教材選択についてであ った。 ぃ 

ろい ろ検討した結果、 森 鴎外の小説「最後の 一句」を取り 上げること lc したのであ る。 

いわゆる持込み 教材になるので 国語科の年間授業時数 ( 表 1) 学年別領域別教材一覧表 ( 表 2 、 

表 3) を作成し、 時間確保が可能か 否かほついて 検討し、 確認した。 その結果、 年間総授業時数で 

は一年が 8 時間、 二年 7 時間、 三年 8 時間の予備の 時間があ る。 国語科の年間計画の 中に一つに 新 

しい教材を組み 入れることは 可能であ るという結論に 達したのであ った。 

表 国語科年間授業時数 

領 域 表 現 

文 作 善 小説 
種 
箸 立 

学 
年                                 

                  35 

    28                 

      28  1  2 
15   

理 解 予 合 標 

詩歌 古 説明 言   
帥 [ 
計 

準 
筆 
記録 論説 
伝記 

時 

戯曲 典 評論 語 音 備 計 数 

9 11 19 17 6 167 8 175 17;   

17  11  16  23  3  133  7  140  14( 

14 15 25 19 4 132 8 140 14( 

（ 

一 57 一 



 
 

雙
ま
 

（
 
燵
甜
 ）
 

（
 
萬
剛
 ）
 蝋
祇
 １
年
恭
司
 掻
堀
 ・
 嵌
甘
姉
 
⑧
 胴
 

 
 

コ
世
秤
 中
軍
 献
且
彙
興
 。
，
 畦
韓
 Q
 睡
メ
せ
ぬ
ぬ
，
蝿
ポ
に
 継
ぬ
 

（
，
 
屈
 し
 
・
 叱
り
加
も
里
 叶
案
 e
 や
，
セ
礼
弔
患
 目
白
 G
 避
川
は
邸
蛾
 P
 ま
ぽ
 

。
 い
 せ
点
 で
恢
和
二
ぃ
は
輌
暉
 Q 瓠
蹄
 

。
ゆ
中
的
接
戦
 
P
-
,
I
n
.
 

ピ
榊
坤
 Q
 恕
 国
里
 

 
 

 
 

 
 

ネ
山
地
 サ
如
 ビ
心
丹
田
 P
 同
部
 里
 洪
恩
 レ
 」
 甜
卸
 山
館
 寅
ゆ
も
迅
り
臆
肺
回
 
。
 

 
 

 
 

田
田
 糎
申
刊
螢
 V
 膣
中
穏
ヒ
軽
軍
 鞭
目
 め
 Ⅱ
Ⅲ
 山
 寸
札
 卦
 n
.
 
里
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

押
は
 ⑥
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
S 4 逗宙 ，く % ヱ 巴   めの O  づゆ Q ㊦ めのお 吏 

  

  
Ⅰ ノ Ⅱ Ⅱ - 

  
    

用堅 
が （   

  

鍬 ） @ 
  
  

逼ュ ） 棚冊 （ 彊 韓 （（ 臣事   

  
総 （ ㌣）（ こ掛糖 冷   （ 呈   
  は蓬こ 

  ". ） （（ 仮む - 一一 "@  。 。 - Ⅱ‥ "- @ 轄 ） 軽 （ 
妥窟 4 目 俺 きき   

9 寅甲 中盤 コ QP 噸暖 ）   も下） 一連 一 哲 レ申は侮は 離博 Q 紬 3% e は Ⅲ Q 
卦 S 女へ 時輔 
抽 温風 卑キ 坦も         

  
  

軽姉   
蛭 @ 守キ   馬 刷 ロ レ 。 。 一 
  @ オ 。 " 円       膵倒 り，ヨ _ ㏄、 
仮 ⑤ OQ く   螢 いめ トト 目 のの㏄㊦のト O 心 一 ゆ Ⅱ ィ く目 ㊤ 寸め 0 の マ 

  
  

瞠 ㍉   
輯は % 安Ⅹ 捷 ） （ 中耶   

  

  @" @  目 @@ 一 ブ "  @ や " @   
揺田 吉 日芯 ） （ （ 下隠     巴婁 縛 Q 里霞 

橿 P 

  

        
（ 寵 （） 瞠 巾 Ⅰ 辞 輯 ㌍ （ ゑ ぉ ） ） 

    兵制 _, 央 
Ⅹ 熊牡ス         

  立な ， 憶             @ ㏄ マ トミ 笘                 
  臆 ） 

叫 ，ヲ 。 ・ -  宮 ，、 。 マト 臼 c 、 ・，， 畏 ミセ 。 。 
酸中 

  
  ゃ笘                     

  
護 ㊥㊥ 0  9  ⑥ く     

  
田上 

  
軍楽 
やヨ 

  相年 
  ま翻 
  Q 圃 

      畝 Q 

純蕊 

  紺ィ 
        

    
    

妾ピ 

  

虫肛 ヒド 紺 Q e コは托 

Q 案もゼ 円 くぎ 苦瓜 -, 旺 争 叢 皿浦 S 榊 イ長     
ま軒｜     

名 皆の。 ， 。 妄 。 ㏄ミ山     
l 匹 寸 めの 三 N 寸 ヰ曲 ! ヒ 。 ⑨ " コ 。 。 ， 寵 ⑪ ト " "     

  
    
  



（
伸
縮
 
り
膵
網
 ）
 冊
釈
 １
 %
 帝
軽
俺
腋
 
・
衰
世
 姫
 
㊥
 服
 

 
 

 
 

ゅ
サ
砲
餌
粧
里
宙
柴
榊
 哲
理
 郵
 。
 億
壁
 
・
 套
軽
 ・
 唾
騒
 ⑨
 

 
 

田
令
 伯
註
出
レ
 -
J
n
 

、
 ヒ
無
轟
 6
 拙
 国
里
 め
七
 

 
 

 
 

 
 

Ⅱ
田
中
 り
り
忘
 ・
Ⅱ
博
せ
 卍
 同
曲
 U
-
 
黙
蝋
田
 D
 甜
胡
嚥
 艇
長
田
柄
 笘
ヒ
 湖
面
 

。
時
中
点
 り
妖
 @
L
 
二
 n
.
 
ピ
辿
蹄
 6
 搬
睡
ヒ
樽
 

，
ゆ
わ
 

。
 博
戸
糎
中
 

Ⅲ
 円
ゆ
 封
切
り
忘
丹
田
年
女
 
が
 離
は
罫
Ⅲ
 田
 母
駄
世
諦
 桶
 神
も
 毬
里
搬
匡
 
。
 

里
ゆ
 q
 屯
申
 Ⅱ
丹
東
 里
蛛
蝋
 
，
 申
拘
 曲
や
擬
足
 母
呂
授
 城
ゆ
も
 %
 り
王
 肺
回
 。
 

堅
桜
 や
い
 Ⅱ
 鯉
ツ
叩
 @
 
川
中
 択
怒
絹
 
・
 
里
構
 Ⅲ
 叩
 屯
せ
 辿
 亡
い
 ヒ
昧
史
只
搬
 

。
 田
 目
性
曲
目
桜
時
七
 
%
 Ⅱ
中
部
 冊
ヒ
 4
 円
Ⅲ
 嚥
臣
特
 

 
 

 
 

皿
窒
 

 
 

ゆ
わ
球
蝋
ピ
 五
 %
P
U
 棲
里
雙
を
 目
凹
，
 囲
駄
中
 R
 Ⅱ
 瀬
侍
択
 ㎎
 Q
Q
 ゆ
 。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

% 迫丑 Ⅰ 装 牡 一 （ り @ O @ ヰ （                                 の - ㍍ ）   く の   

    
  

  
申韓 

        
せ 本窯   
申 さ捧 

  
  ト （ 4 冊接 心 @  % も 

      
    牟こ 44 山 @@@         

澤雙 史ピ   
梢 暖 国 毒捷 伸二   輝穏 挺 。 

  

                  ㏄ 寸   
舞 楽 挺押は遜 憶逃 Ⅸ 巡踊純 が遜卸 

吹 ピ ) 。 さ @:c@ 。 @  0@ も ヨ                 

瓶巨 旧晢 沖 0 マ （⑧ マ - r.i マ @Cu ㊥ マ 
歪め   

  
ゆ一     

    
  @ トギ工 

臥 Q 
桧 （ 掛 世毘     
臆 匡 Ⅲ 侭     

  

  
  
  

  

        

軸 硝は 樹梢 は迅 細 H 継蕊照は 

㎎ マの ト の 呂 =  。 ぎ N , セ 何 

              マト ㊦ OlN.@>opq@ 一の -, ㊥。 さ 
博   
は   
    
や憶     
      

        
    

      
  

叶蝋   
    高畦 笘 Q 珪 田申 丑 。 明 目 1 

  ，申 ま 田 田 合理嘉田 " （仕 ｜ 

    撰 Ⅱ 

毒 ・ 

  

    @" "- -" ワつ -" コ り寸Ⅰ テりく @@ Ⅰ つ                 
軸 軸挺蝉計は弾叫か 鬨 ㎏ ぱ 謎鰍穏が 

峡 マ め じ ， トの 。 ヨ   二 く 囲 - ㏄ い             

 
 

く
の
 

く
の
 

 
 

（
 沖
ぎ
白
 ）
 譚
糾
漣
 

O
N
 

（
 轟
由
榔
 甘
ヰ
 

Ⅱ
 
）
追
伸
 ぶ
 Ⅰ
に
 ピ
肘
昧
 。
 

 
 

 
 

（
捷
 き
吋
 ）
 擬
捧
 。
 

O
@
 

（
 
蒲
コ
は
 ）
 托
な
 Ⅱ
浜
中
世
 鼓
吏
 

 
 

（
 怒
そ
 Ⅰ
の
）
 
窩
 Q
 寒
滞
 ，
 

 
 

 
 

（
 
寵
，
マ
ぎ
叩
 ）
 田
 実
 り
照
 出
群
 靭
 。
 

ト
 
O
N
 

（
怒
号
 ぎ
埜
 ）
 卸
鯉
お
櫃
圧
 
。
 

ト
 
O
N
 

（
 捷
俺
採
思
 ）
十
五
 %
P
 接
由
 組
付
田
せ
 牡
 斗
代
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

，
 
時
赴
 い
 ヒ
雨
 ㍼
 迅
曲
丈
 P
 目
驚
 -
 
叢
刊
 史
 沖
縄
 
-
 雙
皿
 

屯
 で
い
ピ
曲
中
型
 鞭
ゆ
 七
出
 モ
訓
中
 Ⅱ
 皿
 ㌣
 せ
コ
 
異
里
 輌
禰
 
-
 雙
匝
 

巾
 で
い
 ヒ
郵
 や
越
 濃
お
コ
軽
ピ
蕊
縄
軽
工
 

｜
 Ⅰ
の
 ｜
 

喘
仰
 Q
H
 
せ
 せ
く
は
と
 甘
 0
 



（ 

（ 

V  授業実践 
]  単元 状況の中で 

2  単元設定の理由 

Ⅲ 「最後の一句」を 学習させる必要性 

文学教材「最後の 一句」 ( 「森 鴎外」教育出版 ) を検証授業で 取りあ げた理由は下記の 通 

りであ る。 

① 教科書教材の 小説「車掌の 本分」 「故郷」を 一 ￥ 期 、 二学期を通して 指導した経過上、 読 

みの指導のまとめとしてあ と一教材取り 扱かう。 

② 「車掌の本分」・「故郷」の 指導の結果として 明らかになった 小説の読みの 指導の反省と 

課題 ( 学習万法、 授業形態、 発問、 板書をふくのた 授業構造や教材分析の 仕方 ) を再考する 

ために取り扱かう。 

③ 生徒の実態 ( 教師が予想した 以上に小説の 粗筋をとらえる 力、 主題をとらえる 方等がつか 

なかった。 ) を 把握した上で 生徒ひとり一人が 持つ 既 有の国語 力 ( 語 ・ 力 、 語 ・ 文 ・文章の 

関係づけ、 表現力 ) をフルに生かせるような 読みの指導をする。 

① 「自ら課題を 発見し、 追究する学習を 授業のなかでど う 構成して い く か 」について実践す 

るには、 本教材「最後の 一句」が最も 適した教材だと 判断した。 すな ね ち、 

ァ 文章の構成が 明確で粗筋が 理解しやすい。 

ィ 主人公が生徒と 同世代であ り興味深く読むと 思 、 われる。 

ゥ 歴史小説の特徴の 一つであ る筋がはっきりしているのでおもしろく 読めるだろう   

エ 表現上の特徴がわりと 理解しやすい。 ( 短文が多い。 武士言葉等 ) 

才 学習課題が発見しやすく、 また設定しやすい。 

力 結末がハッピーエンドなので 楽しく読めるだろう   

キ 内容的には権 力と少女、 大人と子供の 対決的要素もあ り、 生徒の共感を 呼 び やすく、 感 

想も書きやすいと 思われる。 

ク 筋の展開のテンポが 早，く 退屈しないで 読み進められると 居 、 ぅ 。 

精神的変動の 多い青年前期の 特徴をもつ三年生は 自分を厳しく 見つめ自己主張をする 傾向 

が強くなる反面、 数多くの悩みにぶつかりながらも 自分を高揚させようとする 意識が働くよ 

う になる。 

そのような時期に 文学史上近代文学の 夜明け的存在であ る森鴎外の作品に 触れることは 意 

義 深いものがあ ると は、 ぅ 。 

⑤卒業を控えた 三年生にとって 木 教材は人間の 生き万や社会について 目を向け、 関心を深く 

するのに適していると 9 、 ぅ 。 

⑥ 文学作品を選びたがらな い 生徒に、 言語文化としての 質の高 い本 教材に触れさせること fc 

よって、 今後の自主的な 読書への意欲を 喚起きせるよい 機会になればと 忠、 う 。 

⑦ 卒業を控えた 三年生にとってこれまで 培ってきた理解や 鑑賞の力を駆使して 読むには適当 

な 作品だと思われる。 
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㈹ 生徒の実態 

3 年 8 組は   男子 20 名、 女子 23 名の比較的静かな 学級であ る。 特に男子がおとなしく グル 

一プ 学習ではほとんど 女子がリードしている。 

読書好きな生徒が 数名いて 暇 さえあ れは本を読んでいる。 学級の雰囲気としては 活気には 欠 

けるが、 素直でまじめな 生徒が多く授業していても 楽しいクラスであ る。 

読みの力としては 粗筋をとらえることがてきるのが 半数で、 残りは助けられながらやったり   

あ るいは真似して 書いたりしている。 寄木は上手で 1 時間でも静かにできる   指名きれると か 

き ぃ声て 発表してくれるが、 積極的な発言は 少ない。 

歴史小説を読んだことのない 生徒がおよそ 90% いて、 作者の森鴎外について 聞いたことの 

あ る生徒が 5 ～ 6 人で「 山楓 太夫」を読んだ 生徒が 1 人いろ。 

以上のことから 次の授業仮説を 立てて指導することにした。 

(3) 授業仮説 

文学教材「最後の 一句」の読みにおいて、 け ちの、 父親を助けた い とする一途 な 思 い をしめ 

す 象徴的な表現「 お 上のことにはまちが い は ど ざいますまいから」を 中核にす ぇ 、 表現叙述に 

即した読みの 授業を構成すれば、 生徒が主体的に 課題を発見し、 追究して読みを 深める力が育 

つてあ ろう「 

3  単元目標 

① 表現に即して 主人公の行動や 言動から粗筋をとらえさせる。 

② 中心的な内容をとらえ、 自分のものの 見方、 考え万が深める。 

⑧ 小説を読み味わうための 技能の一面を 身にっ け きせる。 

④ 「主人公いち」の 生き万を考え、 人問や社会について 目を向けきせる。 

4  指導計画 (5 時間 ) 

第 1 時「 作 『の背景に関する 課題」 

授業の進め 万 、 ノートの取り 方を説明する。 小説の読みの 技能面を示唆する ， 

課題 文 「 00 はなぜ、 どうして 00 だったのだろうか。 」の形を提示する ， 

題名読みと場面 1 を音読し、 作品の舞台状況の 把握と個人の 課題を見つけ 設定する。 

語句と漢字についてはあ らかじめプリントして 配布する。 

第 2 時「斬罪に関する 課題といちの 決心に関する 課題」 

場面 2 の粗筋の確認 ( シ一 ト への書き込み ) と 何時に設定した 課題の解決をする 場面 2 

と場面   3 の音読をする。 個人で課題を 設定する。 

第 3 時「 佐 佐の考えに関する 課題」 

場面 2 、 場面 3 の ポ n 筋の確認 ( シ一 ト への書き込み ) と前 時の個人の課題から 共通課題 

を見つけ解決する。 

場面 4 の読みと粗筋の 確認、 きらに課題を 設定し解決する。 

第 4 時「最後の一句についての 課題」 

場面 5 の音読と粗筋の 確認 ( シート記入 ) と課題 ( いちが最後の 一句をつけ足した 心境 

と 、 またその影響について ) を設定し解決する。 

づ 
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第五時 場面 6 を読んで作品の 結末をとらえる。 

表記の特徴と 原話との違いをとらえる。 

表現に即した 中心的な内容をとらえ、 いらの生き万を 想像して感想文を 書く   

5  教材研究 

(1@ 教材解釈と指導について 

この小説は「いち ] という 16 歳の少女が刑に 服している父の 太郎兵衛を助けるために、 知恵 

と 勇気を持って 行動を起こなしていくなかで、 封建社会の庶民の 胸深く眠っていた 精神作用が 

「いら」という 少女の発した 一句「お上のことにはまちがいはどざいますまいから」となって 

発露され、 側に いた 奉行を初め当時の 権 力を代表する 役人一同に与えた 影響力の大ききと 歴 

史小説の ぉ もしろさが描かれている。 

構成にそってみると、 場面 1 で時、 場所、 登場人物が説明されている。 特にこの小説を 展開 

していく上で、 重要な役割となる 吉礼の内容が 冒頭で f 丁ち出きれたことにより 読者の目をひき 

つけ、 はっときせる ，いわゆる 桂屋 太郎兵衛が 3 日間きらし者にきれた 上、 斬罪に処きれると 

いう高札であ る。 この冒頭で読者は「太郎兵衛は 何をしたのか」、 「家族はどうしたのか」 、 

「殺されるのかな」と 大変興味をそそられ 早く読みたくなる。 また、 残きれた家族の 中で父親 

の次に頼りになるべき 母親が、 無気力で悔恨と 悲痛のほかは 何も受け入れず、 子供の将来や 生 

活の心配 き えもできないまったくのぬけがら 的な女性として 強調されているため 益々作品への 

興味がわいてくる。 その母親の生き 方と対照的存在として「いち」という 少女が浮かび 上がっ 

てくる " その具体的な 表現が「長女の け ちはふすまの 陰にたって お ぱあ さきの話を聞いていた。 」 

であ る。 この一文によっていらという 少女が急にクローズアップきれ 何かやらかすなと 暗示 き 

せる。 

2 の場面では、 1 の場面の課題であ る「なぜ太郎兵衛は 斬罪に処せられるのか」の 答えが 詳 

しく説明され 読者を納得きせている。 また太郎経兵衛の 罪は現代でいえば 横領の罪だがそれだ 

けで死刑という 封建社会の厳しい 制度がうかがえる、 人々のものの 考え方、 とらえ方が現代と 

違 う ところも理解できる。 

3 の場面では． 「いち」の父親を 助けたいという 一途 な 思いが具体的な 行動として現れてい 

る 」それはいちのひとり 言 「あ あ 、 そ う しょう」きっとできるわ ，」がきっかけとなって 願い 

書を考え、 一晩のうちに 書き上げてしまう 決意の強さと 行動力が表現きれている。 願い書には 

「いちをはじめ 弟や妹の命と 引き換えに父を 助けてほしい。 しかし、 長男の長太郎は 養子であ 

り、 桂 屋を継ぐ身であ るから除いてほしい」と 条件を出しているところに、 少女らしい幼きと 

純粋なるがゆえの 強さも見える。 また、 願い書を奉行所に 届けるとき「長太郎は 小きくても 男 

だから一緒にいってくれれ ば それでいい」という 言葉に当時の 封建制度の中に 生きる人々の 考 

え 万の一端をのぞかせている。 言葉をかえていえば、 与えられた境遇の 中で何の疑問や 不満も 

抱くことなく 受け入れて生きる 当時の人々の 風潮を暗黙のうちに 読者に訴える 側面ももって い 

る 

ひ ちの頭の中には 奉行所で門をたたき 願 い 書をしかるべき 役人の千に渡すまでの 手順があ り 

順序よく計算きれ 柏手がとるであ ろう行動までも 予想して、 目分の対応策まで 用意きれている。 
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門番に追い払われても 門前にしゃがみこみ、 開門と同時に 堂々とした足取りで 玄関先に進みで 

る。 そして門番が 制止するのを 期待し、 与力にとり れ 巻かれるであ ろうことも予測している。 

それは「ほとんどこうなるのを 侍 らかまえていたように」という 文でもわかる " 論理的に計算 

きれたいちの 勇気あ る行動や言動は 、 娘として父を 助けたいという 一途 な 思いがきっかけとな 

って、 m6 歳の少女として 考えられる可能な 限りの万法や 策を尽くしている。 少女「いち」の 

そんな生き万に 同世代の生徒たらは 一種の尊敬と 関心、 あ るいは共感と 激励を交えて 感動的に 

読み進めていけると 居 、 ぅ 。 

4 の場面は 、 3 の場面のいちの 決心と行動に 対して、 権 力の象徴とされる「奉行体佐の 対応 

策 」が描かれている。 この場面は い ちと 佐 佐の知恵くらべともとれる。 奉行として、 新参者で 

あ る 佐 佐は自分の仕事はすべて 上役に伺いを 立て、 同役に相談をして 処理して い く」自分で判 

断し 、 決断する自信のない 役人としての 佐佐 、 また佑佳に代表される 当時の役人の 体質、 また 

自身 制 社会の公的機関における 仕事の手順が 読み取れる，奉行としてやっと 肩の荷をおろした 

事件の再検討を 一枚の願い書で 余儀なくきれることに 対して、 露骨に不機嫌になる ，そのうえ、 

16 歳の娘が書いたとは 捲、 えない条理の 整った内容に、 納得できないものを 感じ、 不審な思いが 

頭 をもたげ疑惑は 益々大きくなっていく。 それを証明しょうとして 権 力の限りを尽くした 万法 

を準備する。 まるで、 佐佐 といちの知恵、 をふり絞った 対決のような 場面に読み手は 意欲をかき 

たてられ、 作品の中に引きずり 込まれていく " 

5 の場面は、 陸佐がいちを 裁く白州の場面でこの 作品のクライマックスの 部分を含んでいる。 

形式上は奉行であ る佑佳 が 幕府の威信にかけていちを 裁くことになっているが、 実際は対等の 

立場で渡り合い 心理面ではどんでん 返しになっている。 いちに 実 ( お 上への 情為 ) を吐かせよ 

ぅ として拷問 m のあ らゆる道具を 並べ、 周りを役人で 取り囲んでの 裁きであ る。 佐佐は 願 い 書 

を書いて与力に 渡すまでの経過を 聞いた後、 子供ひとり一人に 身代りとなる 意志を確認して ぃ 

く ，子供たちはおど お どし、 泣きながらも 素直に自分の 気持ちを いう 。 結果は願 い 書の通りで 

あ る。 再度 ひ ちに詰問の矢を 向けるが 佐 佐の予想に反して「答 え 」は変わることなくますます 

冷静に対応してされて い く。 業を煮やした 佐 佳は最後の切札として「身代りをお 聞き届けにな 

ると、 おまえたちすぐに 殺 きれ 、 父の顔を見ることはできれがそれでもよいか。 J と脅しを か 

ける。 その言葉の裏 には最悪の場合として、 「お上の意志によってはおまえたちも 父も殺され 

るかむ知れないぞ。 ] と言う意味とも 受け取れる。 しかし、 いちは予期していたように「よ る 

しの う ございます」と 冷やかに答え、 きらに 佐 佐の真意を読み 取ったのかのように「お 上のこ 

とには間違いは ごぎ いますまいから」と 言い足している。 ひ ちの心の中には「私たちをあ すか 

るお上を全面的に 信用します。 」と高 3 強い意志表現とともに「お 上の威信にかけて 約束は実 

行してほしい」と 対等の立場で 佐 佐に 判断を迫っている。 奉行は自分の 役職と幕府の 威信 fc 固 

執するあ まり、 いちの親を慕 う 純粋な心を理解できず、 いらを脅し、 追いつめたためにお 上の 

権 威にかかわるような 一句を発せさせたのであ る。 その一旬によって、 佐 佐は大きな衝撃を 受 

ける。 いちの純粋に 親を思 う心 、 人間の奥深く 眠っているマルチリウム ( 献身 ) はとうとう理 

解きれずに、 「献身の中に 潜む反抗心のみがほこ 先 となって突きつけられ、 冷ややかに受け 取 

られた」のであ る。 だからがちの 発した「最後の 一句 ] は鋭く反響し 、 人々の胸を刺したので 
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あ る。 冷静でいちの 自信に満ちたような 態度と、 陸佐の 驚樺 の 色 、 険しく憎悪を 帯びた日があ 

まりに対照的で 読者をぐいぐいひきつける。 封建時代で身分 利が 徹底した社会では、 お上にも 

のをいうことさえかなれなかったであ ろう時に 、 父を助けたい 一念がきっかけとなって、 理知 

的な判断と行動をしたいちの 生き万は現代の 生徒たちにも 共通する一面を 持っている " そ うい 

った 意味ではいちの 心境は充分共感できるし、 日本史を学んでいる 生徒にとっては 歴史的背景 

も考えながら 興味深く感動的に 読み進めていけると 思、 う 。 

6 の場面は、 この作品の結末であ る。 5 の場面の裁きの 結果、 いらの願いが 貫徹きれた。 太 

郎兵衛の刑は、 大望余執行から 日にちが経てないので 恩赦と言 3 名目で御破色になったのであ 

る 。 読み手はこの 場面を読んでクライマックスからの 緊張感が解けてはっと 胸をなで下ろす。 

自然に「いち、 願いがかなってよかったね。 お父さんにあ えて、 みんなも助かってうれしいで 

しょう。 」と声をかけたくなる ， 

この作品は、 最初から最後まで 一本の張りつめた 糸 ( 父を助けることができるかどうか ) が 

根底にあ って事象が絡んでいるので、 一気に読み進めていける 要素を持っている。 それも全く 

の虚構ではなく 実話が基になっているのだから、 歴史小説としての 魅力を十分に 備えた作品で 

あ り、 三年生という 発達段階、 心理面からも 作品にひきつけられると 思 う 。 

この作品は森鴎覚にとって「少女いち」の 言葉を借りて 官僚へのレジスタンスととらえるこ 

ともできよう。 

㈲ 中心的な内容 

この作品の主題は、 白州の場面でいちが 最後につけたした「お 上のことにはまちがいはど ざ 

いますから」と 言い放った「最後の 一句」であ る。 父を思 、 ぅ 一途 な 気持ちが行動を 起こしてい 

く う ちに、 献身 ( マルチリウム ) という人間の 奥深く眠っている 崇高な精神作用にまで 高めら 

れることと、 「いち」のようなマルチリウムの 精神作用を理解できなかった 奉行の佐 佐が 自分 

の疑惑 ( お 上への   清為 ) を証明しょうとして、 いちを詰問したが、 逆にお上の威信をかけた 裁 

きを求められると 言 う 封建社会ゆえにいちの 放った「最後の 一句」の持つ 重さと影響力、 きら 

に 身分制度の著しい 封建時代の状況の 中で生きる庶民のもっ 力 もあ れせて読み取らせる。 

（ 
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指導計画案と 授業メモ 

（ 

月 

単元 状況の中で 教材 最後の一句 ( 教育出版 ) 1 月 20 日～ 1 月 27 日 

単 

  
フ E 

目 

標 

は ) いちの言動を 表す叙述をとらえる。 

(2) 叙述に即していちの 行動や言動から 粗筋をとら 

える。 

(3)  「お上のことにはまちがいはございますまいか 

ら 」を核にして 中心的な内容をとらえ、 いちの生 

き 力   を考える。 

教育目標との 関連 

「心身ともに 健康で心豊かな 生徒 

を育てる」には・ 価値の高い文学作 

品を主体的に 読み味わい、 感動を通 

して考えを深めることによる。 

  指 導 過 程 l 組 l 授 業 メ モ   

七寸   
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を
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ち
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え
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ま
房
違
 

る
 
女
の
 

ふ
 
0
 店
 える。 をとらえきせる。 

。 1 の場面の筋の 把 。 「 OC@ はなぜ 00 だ 

握と 2 の場面の音読。 っ たのだろうか。 」を 

提示する。 

。 斬罪の理由をとら 

える。 

。 3 の場面の読みと 

課題を見つけて 書く。 

。 この場面は 1 場面の 

前に起こった 事件であ 

り、 そのつながりをと 

らえさせる。 

。 いちの決心と 与力 

に願 い 書を渡すまで 

についてとらえる。 

。 佐 佐の疑惑 ( お 上 

への情偽ではないか ) 

とその疑惑を 晴らす 

方法をとらえる。 

(4 の場面 ) 

。 いちの行動と 言動、 

門番の態度について 考 

えさせる。 

。 重要語句の意味と 武 

士言葉をおさえさせる。 

一
月
二
十
日
 

一
月
二
五
日
 

8
 一
 

 
 

一
月
一
一
一
日
 

。 授業の進め方の 説明が長かった。 

。 難語句が多 い ので読みと重要語句へ 

の線引きに抵抗があ る。 

。 「なぜ太郎兵衛は 斬罪を い いれたさ 

れたか」の課題についてはだいたいの 

生徒が設定できた。 

。 立ち聞きする け ちの行動を表す 叙述 

をとらえたのは、 4 . 5 人ほどであ る。 

。 斬罪の理由については 全員がとらえ 

ることができた " 

。 すすんで発表する 者が少ない。 

。 課題設定やその 読み取りについては 

グループで話し 合いだいたいとらえて 

いる。 

。 男生徒の発表が 増え活動が生き 生き 

してきた。 

。 武モ言葉 @c ついてはテレビの 例を出 

したので理解はよかったようだ。 

。 いちのひとり 言の意味は全員がとら 

えている。 

。 シートへの書き 込みと重要語句 ( い 

ちの心と行動 ) の線引きはだいたいで 

きている。 

 
 

3
 
7
  
 



        

4
 

  

本
時
 

 
 

。 白州の場面、 取調 

べの経過と佐佐の 脅 

しのねらいをとらえ 

る。 

。 け ちが最後の一句 

を発するまでの 心の 

移りをとらえる。 

。 佑佳の 驚檸 とその 

意味することについ 

てとらえる。 

。 女房と子供たちの 返 

答 の 違 いと心の状態に 

気をつけさせる。 

。 いちの「お上の 乙と 

にはまちがいはござい 

ますまい」の 意味とそ 

れを聞いた佑佳、 役人 

の気持ちをふまえさせ 

る。 

5
 

。 結末とその理由を 

とらえる。 

。 中心となる事柄や 

重要な表現 ド 触れな 

がら感想を書く。 

え
の
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と
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こ
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授業展開参照 

  

月 

  
  
  
/ Ⅱ 

日 

  

  。 筋についてはよくとらえられ、 シ一 

月 トに 書き込まれている。 

二 。 感想を書く。 

七 

日 

ノ 

、 ノ 

一 74  一 



  9  授業展開 ( 第 4 時 ) 

。 け ちが「お上のことにはまちが い はございますまいから」を 発したときの 心境を考える。 ま 

ね
 

（
 

  
導 
人 
  

展 

開 

た 、 その作用をとらえる。 

学 習 活 動 発問および指導上の 留意点、 

。 前 時までの確認をす 。 ひ ちに決心と佐佐の 疑惑の叙 

る 。 述 をおさせる。 

( 父を助けた い 情偽があ るか 

も ) 

5 の場面の粗筋を 発 。 佐 佐の言葉、 ぃ ちの言葉や態 

表し、 全体で話し合う。 度に線を引かせる。 

ml 月 24 日 。 重要語句を取り 出して関連 づ 

末の下刻 ( 午後 3 時 けてみよう。 特に下記の語に 留 

頃 ) 意 させ意味を、 確認させる。 

白州 ; 晴々 し 1@ 光景 驚侍 、 憎悪、 驚異、 教唆   

①与力の取調べ マルチリウム、 献身、 反抗 

② 佐 佐の尋問 のほこ 先 

誠 のことを申すま 

で 責めさせるぞ。 

父の顔を見ること 

ができなくなる。 そ 

れでもよいか 

  

お 上のことには 

まちが い はござい 

ますまいから 

  

最後の一句 

永 のような冷ややか 、 

刀 のように鋭い、 

憎悪を帯びた 驚異の 

目 

不意打ち @c あ った 

ような 

  身の申に潜むⅠ 

    抗 のほこ 先 

。 課題を見つげシート 。 いちの言葉や 佐佐の心の変化 

に 書く。 に 気をつけさせて 課題 文を っ く 
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学習活動 発問および指導上の 留意点 疑問、 問題、 とらえ 
たこと、 感じたこと 

  
らせる 0 はございますまいから」を 発 

。 予想した課題 文の Ⅰ． ) ～ (8) まで したときのいちばんどんな 気 

0 課題 ( 三道具を見たときの 気 持ちであ ったか。 

持ち、 晴 しい光景、 いちの態度、 ⑤ 「驚異の色、 険しくなった 

佐 佐の心情や役人の 態度等 ) の 目 」をした時、 佐 佐 はどんな 

中から見つけることができるよ 心情であ ったか。 

う に助言する。 ⑥ どうして佑佳はいちの 中し 

。 課題を発表し 話し合 。 個人的な課題と 共通課題に整 立てに「嘘はあ るまい田と 

  理 させる ( 予想 課魁 5) 、 (6) 、 (7@  念をおしたのか。 

。 共通課題となるもの @8) を念頭におく ) ⑦ どうして 佐 佐は何もいわな 

を 確認する。 ( 発表さ 。 シートに書かせる。 かったか。 

れた中の① 、 ① 、 ⑤ 、 ⑧ どうして女房は「いっこう 

⑦の課題 ) に 存じませぬ」といったのだ 

ろ うか 。 

⑨ 呼ばれても気づかずに いた 

ときのまっの 心理はどんな 状 

態であ ったか。 

。 課題 文 ①④は同じことを 。 机間 巡視をする。 

さすので一緒にして 考えま 

しょう。 話し合ってもいい 

です。 シートに書いてくだ 

さい。 

0 発表してください。 。 小さい声で話し 合ったり、 お互いに顔を 見合わせて黙って 

。 最後の一句「お 上のこと いる。 

にはまちがいはございます 

まいから」とは 具体的にど 。 「お上のことにはまちが い はございますまいから」です。 

の 言葉をさしていますか。 

。 どうしていちはわざわざ   。 いちは父を助けたけために 自分たちの命を 差し出すという 

最後の一句 ¥ お 上のことに 行動にでた。 そこには父を ぽ 、 うやさしい心があ った とぽ、 う 。 

はまたがいはございますま それを 佐 佐は知ろうともせず 疑ったので、 佐 佐の尋問の仕方 

いから」をつけたしたので や疑い深い心に 反発し、 「お上のことにはまちがいはござい 

すか。 ますまいから」のいやみの 一句をいった。 

。 自分たちが殺された 後、 父が助かるという 保証はないので 

。 最後の一句「お 上のこと 不安に思い約束を 確かめるつもりで 念を押した。 

にはまちがいはございます 。 佐 佐の予想、 もしなかったような 言葉をいちがいったのでと 

まいから」を 聞いた佑佳は ても驚き「小娘のくせにお 上にたてつくとは」と 考えたから 

なぜ驚異の目、 憎悪を帯び だと 思、 ぅ 。 

た 目をしたのですか。 。 役人に対して 反抗する恐ろしい 娘 、 したたかな娘だと 感じ 

たから。 

ノ
 
、
 

づ
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学 習 活 動 

ま 
0 まとめをする 0 

と 

め 

発問および指導上の 留意点、 
疑問、 問題、 とらえ 
たこと、 感じたこと 

。 課題や考えたことをもとに 感 

想を書かせる。 または、 残っ 

ている疑問等も 書かせる。 

八
 

（
 

    %
 

%
 

 
 

 
 

6
 

6
 

  

  

2
 

2
 

人
 

っ
こ
 

 
 

 
 

@
 

 
 

 
 

な
 

な
 

め
 

き
 
で
 

力
人
 
9
 

@
 
7
 

 
 

%
 

 
 

ま
 

8
 

む
 

4
 

1
3
 

を
 
3
1
 
が
 
3
o
 
 

か
 
。
 4
 

分
を
 

者
 

 
 

こ
さ
 

ま
っ
 

人
 
l
 

人
 べ
か
 

B
 次
を
に
 

5
 

 
 

 
 

 
 

蛆
に
題
現
 わ
な
の
 大
 た
と
白
し
 

 
 

Z
5
 

め
課
表
間
 に
こ
 、
 し
る
 

 
 

出
 

こ
ら
 

 
 

。
 そ
 。
 莱
 
*
 

8
8
 

台
。
毎
も
る
か
 

判
 含
ま
Ⅰ
 

4
3
 

 
 

/
 

人
 
 
  
 

 
 

捷
き
 

卸
 ㍍
四
回
 

  

 
 

 
 

 
 

業
同
 

 
 

結
て
 

の
め
人
人
ら
 

ト
 白
 2
1
 

一
を
 

ア
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2
4
D
 
 

い
 

と
 限
ら
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

0
 
 
 

一 77  一 



Ⅵ 成果と今後の 課題 

Ⅰ 成 果 

Ⅲ 白ら課題を発見するには、 授業に真剣に 取り組み細かい 表現や語棄を 大切にするようになっ 

た， 

(2) 自ら課題を発見しょうとする 意識と、 発見した課題を 解決しよ ぅ とする意欲が 強く働き読み 

がていねいになった。 

㈹ 課題解決のために 教師への質問と 話し合いが活発になり 授業は生き生きしてきた   

(4) 教材研究の重要さと、 授業力を高めることの 必要性を再確認した。 

2  今後の課題として 

Ⅲ どのような視点をもって 教材研究をしたらよいか。 

(2) 学校目標と教科 目標 との具体的な 関連性について 別の教材で実践研究をする。 

(3) 生徒の実態に 即した指導万法の 工夫と、 「学習課題構成法」についてきらに 工夫する。 

3  「最後の一句」を 学習した結び 

  いらのしっかりした 態度、 人の心を動かすような 強い「お上のことにはまちがいはど ぎ います 

ま い から」がとても 印象的だった。 この 作は Ⅱは「お上のことにはまちがいはどざいますまいから」 

によって話をまとめたのだと 思 う 。 いちが佑佳 に 追いつめられていく 時の緊張感と 佐 佐 が いち に 

実 をはかせようと 苦心したところのかけひきがおもしろかった。 ( 梢 ) 

  この話は本当の 事 ( 娘の訴え 二 願い書 ) によっただけでなく、 最後の一旬「お 上のことにはま 

ちがいはどざいますまいか 引が、 役人や佐体を つ き動かしたのであ る。 鴎外の生き万に 関係す 

るの た ろ うか ，また、 登場人物についてとても 細かく書いているのに 驚いた。 話の中で太郎兵衛 

が 助かったことは 恩赦ということになっているが、 現在も同じ事があ るようだ。 題名読みの予想 

と違って自分と 同じ年ぐらいの 女の子が父を 救う一念で立佐に 放った言葉だったことに 驚いた " 

いちの生き万について 考えきせられた ， ( 一斉 ) 

。 国語の授業で「 最語 の一句」を学んでよかった・ 難しすぎて分からないところもあ ったが時間 

をかけて 皆と 課題を見つけたりしたので、 理解できた，この 授業で小説の 読み万が少し 分かって 

きた。 今後たくさんの 木を読んで い きた いと 思います。 ( 美奈子 ) 

。 この授業で初めて 課題を見つけることをし、 それについて 考えたりしたので 戸惑いがあ った。 

でも、 やっていく う ちにだんだんやり 方がわかってきておもしろかった。 久しぶりに楽しかった。 

( 直美 ) 

。 「最後の一句」は 僕が知らなかった 身分制度の中で 個人的な生活が、 平民にとってとても 苦し 

いものであ ることが分かった ，そのような 状況での「最後の 一句」は勇気のいるすどい 言葉だと 

思った。 あ の時のいちの 気持ちはどれほどのものだっただろうか。 ( 正彦 ) 

4  研修を終えるにあ たって 

半年の間、 研修の機会を 与えてくだきった 浦添市教育委員の 万、 本校の仲村校長、 諸先生方に 

感謝致します。 また、 直接担当しど 指導してくだきった 萌 里曳柿所長、 池田博 胱 先生や基礎講座 

の講師の先生方、 あ たたかくはげまし、 研修しやすい 雰囲気をつくって 下さった大城主査、 金城 

きん、 媛 m 几 さんに深くお 礼中し上げます。 特に琉球大学附属小学校副校長の 仲地玉矢先生には 

ノ 
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公私ど多忙の 中、 寸暇を見つけて 未明なき りど 指導して下さいました「先生のやさしさと 文言の 

一つひとつをだいじになきる ど 指導から国語の 本質に触れた 喜びと研修の 厳しき、 楽しさ、 充実 

感 を味わいました。 きらに教育への 深 い御 洞察と情熱に 身が引き締まる 思 い がし、 日頃 の研修の 

大事さと責任も 痛感しました。 研修の成果を 今後は現場で 実践したりと ぽ 、 います。 入所中にたく 

さんのすばらしい 先生方と親しくお 話できたこともすてきな 忠、 い 出と なりました。 

安藤修平 著 国語科授業の 新展開 27 Ⅰ中学国語科 学習課題の構成法 コ 明治図書 1986 年 

全国小学校国語教育研究会 小学校の国語科教育 28 

仁 説明文教材の 課題づくりの 視点、 と手順』明治図書 1988 年 

教育科学 国詰教育№ 400  口すぐれた授業づくりへの 道 団 明治図書 1988 年 

（ 
全国国語教育実践研究会編 仁 学習課題を明確にした 文学教材の指導口 

全国国語教育実践研究会編 実践国語研究 雨 ・ 75 

Ⅱ主題に迫る 学習課題のつくらせ 万口 明治図書 1988 年 

出端清英 著 Ⅰ国語科教育の 探究』 ひろき 社 1987 年 

福岡県教育研究所連盟編 隊 育 研究のすすめ 万 、 論文のまとめ 万コ 第一法規 昭和 56 年 

（
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